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本書は一般の方々の便宜のた
め有志により作成されたもので、
ATMEL社とは無関係であること
を御承知ください。しおりのはじ
めにでの内容にご注意ください。

AVR471 : MC320開始前の手引き

ｷｯﾄ内容
■ ATAVRMC300電力段基板×1
■ ATmega32M11 AVR®ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ用ATAVRMC310ﾃﾞﾊﾞｲｽ基板×1
■ ﾌﾞﾗｼﾚｽDCﾓｰﾀ×1
■ ﾐﾆB-A USBｹｰﾌﾞﾙ×1
■ AVR DVDｿﾌﾄｳｪｱと技術ﾗｲﾌﾞﾗﾘ×1
■ お客様宛文×1

1. 序説
MC320ｷｯﾄはCANとLINの接続性を特徴とし、ATmega32M1を使用してﾓｰﾀ制御を実演する完
全なﾊｰﾄﾞｳｪｱ ｼｽﾃﾑです。

MC300はﾌﾞﾗｼﾚｽDC、ﾌﾞﾗｼDC、それとｽﾃｯﾋﾟﾝｸﾞ ﾓｰﾀを駆動できる汎用電力段です。この基板
は電動機(ﾓｰﾀ)制御応用の開発に関する柔軟な基盤であるべく設計されています。

MC310はATmega32M1 AVR®ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ用のﾃﾞﾊﾞｲｽ基板です。これはMC300に接続しま
す。

ATmega32M1は高度な電動機(ﾓｰﾀ)制御応用専用の新系列の最初のAVR®ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗで
す。

MC320基板は速度とﾄﾙｸの正確な制御で感知器有りと感知器なしの形態でﾓｰﾀの駆動を必要
とする応用の開発を始めるのに使用することができます。

2. 基板接続
2つの基板は図2-1.で示されるように接続されなければなりません。

図2-1. ｷｯﾄ電源投入

3. BLDCﾓｰﾀ接続
電動機(ﾓｰﾀ)は図3-1.で示されるように接続されなければなりません。

図3-1. BLDCﾓｰﾀ接続

表3-1. 信号

J7 信号 ﾓｰﾀ線

U 黄太線

V 赤太線

W 黒太線

X (未接続)

Vn (未接続)

H1 青細線

H2 緑細線

H3 白細線

VHa 赤細線

GND 黒細線
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4. ｷｯﾄの給電
ｷｯﾄは図4-1.で示されるようにJ3ｺﾈｸﾀを使用して給電
されなければなりません。

Vin(基板供給)とVm(ﾓｰﾀ供給)を共に接続することに
注意してください。

J5のｼﾞｬｯｸ ｺﾈｸﾀ使用での給電時、ｼﾙｸ ｽｸﾘｰﾝで示
されるように極性に注意してください。

電気的特性：

・ Vin : 電力基板から来るDC 10～20V
・ Immax=2A

図4-1. ｷｯﾄの給電

表4-1. 信号

J3 信号 電力線

Vin 赤太線(電力)

GND (未接続)

GNDm 黒太線(接地)

Vm 赤太線(電力)

5. 既定ｼﾞｬﾝﾊﾟ形態設定
以下のｼﾞｬﾝﾊﾟは下のように形態設定されなければなりません。

・ J5, J6, J8, J9 : 2-3ｼﾞｬﾝﾊﾟ閉
・ J21, J23, J25 : 1-2ｼﾞｬﾝﾊﾟ閉(濾波されたVn_motor)
・ J22, J24, J26 : 1-2ｼﾞｬﾝﾊﾟ閉(ﾎｰﾙ感知器1,2,3)
・ J12, J13 : 7-8ｼﾞｬﾝﾊﾟ閉(RxUSB,TxUSB選択)
・ J7 : 開(RxCAN)
・ J15 : 開(CAN Res)
・ J28 : 1-2ｼﾞｬﾝﾊﾟ閉(VCC-UVCC)

6. 既定実演
MC320ｷｯﾄは感知器有りﾓｰﾀ制御実演で既にﾌﾟﾛｸﾞﾗ
ﾐﾝｸﾞ(書き込み)されて配給されます。ﾓｰﾀ速度を制御
するのに可変抵抗器が用いられます。

ATMELﾓｰﾀ制御ｾﾝﾀｰ PCｿﾌﾄｳｪｱとｷｯﾄに含まれる
USBｹｰﾌﾞﾙを用いて、使用者はPCｲﾝﾀｰﾌｪｰｽからﾓｰ
ﾀを駆動することができます。

注: PCとMC320ｷｯﾄ間をUSBｹｰﾌﾞﾙで接続した後、新
しい装置の検出ｳｨｻﾞｰﾄﾞが表れ、ATMELのMC32 
0ｷｯﾄのｳｪﾌﾞ ﾍﾟｰｼﾞで入手可能な.infﾌｧｲﾙ(at90us 
bxxx_cdc.inf)へｳｨｻﾞｰﾄﾞを指示してください。あな
たの装置がCOMﾎﾟｰﾄとして列挙(接続認識)され
ることを調べてください(右図をご覧ください)。そ
の後に仮想COMﾎﾟｰﾄとしてMC320ｷｯﾄのUSBｲﾝ
ﾀｰﾌｪｰｽを使用することができます。

図6-1. ﾃﾞﾊﾞｲｽ ﾏﾈｰｼﾞｬ
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ATMELﾓｰﾀ制御ｾﾝﾀｰは以下のｳｪﾌﾞｻｲﾄに於いて無料で入手可能です。
http://www.atmel.com/dyn/products/tools_card.asp?tool_id=4170

図6-2. ATMELﾓｰﾀ制御ｾﾝﾀｰ

通信(Cmmunication)ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾀﾞｳﾝ ﾒﾆｭｰでCOMﾎﾟｰﾄ番号が一覧にされない場合、ｳｨﾝﾄﾞｳ内で明示的に入力してください。

もっと詳細な情報はMC300とMC310の使用者の手引きで得られます。

・ AVR430:MC300ﾊｰﾄﾞｳｪｱ使用者の手引き
・ AVR470:MC310ﾊｰﾄﾞｳｪｱ使用者の手引き

http://www.atmel.com/dyn/products/tools_card.asp?tool_id=4170
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の知的所有権も禁反言あるいはその逆によって明示的または暗示的に承諾されるものではありません。ATMELのｳｪﾌﾞｻｲﾄに位置す
る販売の条件とATMELの定義での詳しい説明を除いて、商品性、特定目的に関する適合性、または適法性の暗黙保証に制限せ
ず、ATMELはそれらを含むその製品に関連する暗示的、明示的または法令による如何なる保証も否認し、何ら責任がないと認識し
ます。たとえATMELがそのような損害賠償の可能性を進言されたとしても、本資料を使用できない、または使用以外で発生する(情
報の損失、事業中断、または利益の損失に関する制限なしの損害賠償を含み)直接、間接、必然、偶然、特別、または付随して起こ
る如何なる損害賠償に対しても決してATMELに責任がないでしょう。ATMELは本資料の内容の正確さまたは完全性に関して断言ま
たは保証を行わず、予告なしでいつでも製品内容と仕様の変更を行う権利を保留します。ATMELはここに含まれた情報を更新する
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本応用記述はATMELのAVR471応用記述(doc8181.pdf Rev.8181A-11/08)の翻訳日本語版です。日本語では不自然となる重複す
る形容表現は省略されている場合があります。日本語では難解となる表現は大幅に意訳されている部分もあります。必要に応じて一
部加筆されています。頁割の変更により、原本より頁数が少なくなっています。

必要と思われる部分には( )内に英語表記や略称などを残す形で表記しています。

青字の部分はﾘﾝｸとなっています。一般的に赤字の0,1は論理0,1を表します。その他の赤字は重要な部分を表します。
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